
【研究内容１】 

主体性や能動性を重視して育む 

知識・技能 
子どもの思いを実現するために必要

な知識や技能が身に付くようにする。 

 

【研究内容２】 

創造的な発想や構想を広げる 

対話的な学び 
対話的な学びを通して、子どもが学

習課題を捉え、つくりたいもののイ

メージを明確にもてるようにする。 

     本年度の重点 

【研究内容３】 

表現・鑑賞を通して育む自分 

の見方や感じ方を深める力 

満足感や達成感がもてる表現活動 

思いを読み取り、伝える鑑賞活動 
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４ 研究内容 

 

                  

      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題 「子どもが表現する喜びを味わうための資質・能力の育成」 

～主体的・能動的に人やものと関わる学びの実践を通して～ 

２ 研究主題設定の理由 

昨年度までの研究では、表現に必要な基礎的な技能をしっかり身に付けることが、子どもの「こうした
い」という思いを形にすることにつながると実証できた。また、自分の作品への思いを伝え合う活動や他
者の作品のよさを発見する機会を設けることによって、知識や技能の幅を広げ、作品への思いがより一層
高まるといった効果も実感できた。 

 この成果を踏まえ、今年度から２年間の研究では、自ら進んで技能を身に付け、作品への思いを伝え合
うなどの主体的・能動的に人やものと関わる学びの実践を通して、児童生徒が表現する喜びを味わうため
の資質・能力の育成について検証していく。 

 

 

こま ３ 研究仮説  自ら進んで技能を身に付け、作品への思いを伝え合うなど、主体的・能動的に人や 

       ものと関わる学びによって、表現する喜びを味わうことができるだろう。 

５ 研究方法 

（１）第二次研究協議会 

・全体会において研究内容、中心グループの取組、教育課程等についての説明を行う。 
・小学校２つ、中学校１つの学年で公開授業を実施し、事後研において研究主題に基づく仮説の検 
証のためのグループ協議を行う。 

   ・４つの分科会ごとに、実践レポートの発表及び作品交流を行う。 
（２）理論研修会の開催 

・図工美術と子どもとの関わりについて、見識を広げ深めるとともに、日々の実践に生かすための 
手がかりとすることを目的とした理論研修会を開催する。 

（３）『石狩の作品集』（デジタル版）の発行 
・石狩管内小中学校教職員の教材研究の資料として、児童生徒の作品集を発行する。 

 
 

   

【育みたい力】題材のねらいと関連させ、育みたい力をおさえた上で授業づくりを進める 
評価の観点 具体的な児童生徒の動き 

知識及び技能 ・えらぶ ・決める ・バランスをとる ・ためす ・創造する 

思考力、判断力、表現力等 ・広げる ・深める ・見通す ・比べる ・感じ取る ・受け入れる ・練る 

学びに向かう力、人間性等 ・楽しむ ・進んで活動する ・味わう ・満足する 

 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）中心グループ（千歳市）による研究経過 

４月２１日（金）  千教振第一次研究協議会図工美術部会 

  今年度の研究内容、活動について体制確立・計画（授業者の決定） 

５月３０日（火）  石教研授業に向けての指導案づくり① 

６月２７日（火）  石教研授業に向けての指導案づくり② 

８月２９日（火）  石教研授業に向けての指導案づくり③ 

９月 ４日（月）  千教振第二次研究協議会図工美術部会 

           指導案交流・実技研 

１０月１３日（金）  石教研第二次研究協議会 

            授業公開（小学校２本、中学校１本）、実践レポートの発表 

１１月２０日（月）  『石狩の作品集』データ集約 ・編集委員会 

 ２月 ９日（金）  千教振第三次研究協議会図工美術部会 

            今年度の反省とまとめ 

（２）中心グループでの研究成果 

  ○指導案検討会…児童生徒の実態に合った題材であること。研究主題と研究内容を検証できること。 

それらについて話し合い、授業づくりを検討した。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）交流内容 

【小学校（３学年）の授業実践と成果】 

①  授業の様子 

題 材：「クリスタルアニマル」 

授業者：三田村 調 教諭（千歳市立北陽小学校） 

本時の目標：材料の組み合わせや光を当てた感じを確かめながら、どのような工夫ができるのかを 

      考え、作品のイメージをふくらますことができる。 

本時の様子 

過程 育みたい力 学習活動 教師の働きかけ 備考 

導入 見通す ○前時を振り返る。 

○本時の課題を知る。 

 

 

 

 

○前時の学習を確認する。 

 

 

 

展開 えらぶ 

決める 

ためす 

 

○つくりたい動物を思い浮かべ

ながらつくる。 

・技法の確認。 

・材料を組み合わせたり、光を 

通した色の感じを確かめたり 

しながら、どんどん工夫して 

いく。 

・途中で工夫している子の作

品を全体に紹介する。 

 

・工夫に終わりなし。 

 

かだい ざいりょうの組み合わせや光を当てた感じをたしかめながら、 

どんどんすてきにしていこう。 



 比べる 

感じ取る 

受け入れる 

 

広げる 

深める 

満足する 

 

○お試し部屋で点灯式をする。 

・暗幕を閉めた別室を活用して、 

ライトをつける。作品の見え 

方や材料のどの部分にライト 

を入れると光り方が効果的か 

等を試す。 

・友達の作品を見て、いいなと 

思うところ等を伝え合う。 

・できたところまででよいこ

とを伝える。 

・班ごとに点灯させる。 

・友達と作品を見合うように

伝える。 

 

 

 

 

 ○つづきをつくる。 

・「つくる」「ためす」を繰り返す。 

・お試し部屋との行き来がで

きることを伝える。 
 

まとめ  

 

 

 

見通す 

 

 

 

 

 

○次時の活動を知る。 

 

 

 

 

 

○完成した作品を友達と見合

うことを伝える。 

 

児童との会

話から振り

返る。 

② 事後研での協議内容 

   ・暗がりスペースや作業スペースを設けることで、やりたいという意欲を高め、「つくる」「ためす」 

の繰り返しを可能にしていた。 

   ・他者の作品を見て、よいと思ったところを取り入れていた様子があった。 

   ・似た作品も形や色が違っていることを認めるなど、教師の声掛けが適切だった。 

   ・自分の作品づくりに熱中している児童が多く、対話がされにくい状況があった。 

   ・子どもたちで「感じ取る」「見合う」ことを通した対話的な学びが後半の場面でつくれるとよかった。 

③ 成果と課題 

成果 
 教師の働きかけとして「工夫に終わりなし」の考え方が授業展開の中に現れていたこと、他 

者の作品に触れることによって、気付きや発見が生まれていた点で成果があった。 

課題 
 作品への思いや工夫を伝え合う場面を意図的に設定するなど、対話による主体的な学びの手 

立てを講じていく必要がある。 

 

【小学校（５学年）の授業実践と成果】 

①  授業の様子 

題 材：「言葉から思いを広げて」 

授業者：田中 里紗 教諭（千歳市立高台小学校） 

本時の目標：詩の言葉を絵に表すためのイメージを広げることができる。 

本時の様子 

過程 育みたい力 学習活動 教師の働きかけ 備考 

導入 見通す ○単元の見通しをもたせる。     

 

○抽象表現について知る。 

 

 

 

 

 

○単元計画の表を見せる。ま

た、どこがゴールか伝える。 

○デジタル教科書の動画を見

せる。 

 

 

 

 

 

・「ヤダくん」 

小野ルミ 

・「はじめて

小鳥がとん

だ時」 

原田直友 

 

まとめ ざいりょうの組み合わせや光を当てた感じをたしかめたり、友 

達と見せ合ったりしながらすてきにすることができた。 

課 題 言葉からのイメージを広げたり、情景を思い浮かべたりして、 

表したいことを考えよう。 

どんどんすてきにしていこう。 



展開 感じ取る 

 

えらぶ 

味わう 

 

 

 

○教師が読む詩を聞いて、イメ

ージをふくらませる。 

○絵に描きたい詩を選択する。 

○読んで気になった言葉や思

い浮かべたことを書き、隣の

人と交流する。 

○表現するための技法や画材 

置き場の使い方を確認する。 

○事前に選んでおいた詩を読

む。 

 

○詩の中の言葉だけでなく、

読み取って自分が感じたこ

とを言葉にしてもよいこと

を伝える。 

 

 

 

 

・ワークシー

ト① 

 

 

 

比べる 

広げる 

深める 

○言葉から広がったイメージ 

を試し描きしながらワーク 

シートに記入する。 

○多くの人とよい点や改善点 

を話し合う。 

○ここまでのワークシートや

材料を見たことをもとに書

くように声を掛ける。 

○よい点や改善点をアドバイ 

スし合うように促す。 

・ワークシー

ト➁ 

まとめ  
 
見通す 

○１時間で考えたことを振り 
返る。 

○次時にすることを確認する。 

○どういった言葉からイメー 

ジを広げて表現するのか振 

り返させる。 

 

② 事後研での協議内容 

   ・題材として使用した「校長先生からの挑戦状」で出された詩は、普段から児童が耳にしている詩な 

のでリアル感があり、イメージのしやすさでは効果的だった。 

・コの字型に並べられた机と中央に設置された画材置き場や試し描きコーナーの配置は、子どもたち 

同士の話し合いがしやすい雰囲気づくりに役立っていた。 

   ・クレヨン、パステル、絵の具など、様々な技法のための画材がたくさん用意されていてよかった。 

   ・抽象の概念が難しいが、「優しい色」など、分かりやすい言葉の説明があった。 

   ・作成をしながら見合う自然な交流は行われていたが、画材に夢中になり、言葉による交流を忘れて 

いる状況があった。 

③ 成果と課題 

成果 
 意図的な教室環境づくりや場面設定が、児童がつくりたいもののイメージを膨らませ、互 

いの作品や技法を見合う意欲付けにつながっていた。 

課題 
 他の人が感じたことや思ったことを聞き、それを基に発想や構想を広げたり深めたりして 

いく手立てとして、対話的な学びをどのように仕組んでいくかが課題である。 

 

【中学校（１学年）の授業実践と成果】 

① 授業の様子 

題 材：「文字のパロディ」 

授業者：檜森 ふさ美 教諭（千歳市立青葉中学校） 

本時の目標：友人の作品について、よさや美しさを感じ取ることができる。 

本時の展開  

過程 育みたい力 学習活動 教師の働きかけ 備考 

導入  

 

 

見通す 

 

○課題と流れの確認 

 

 

○活動内容について理解する。 

 

○課題と流れの提示 

 

 

○活動内容を説明する。 

 

 

課 題 友人の作品について、よさや美しさを感じ取ろう。 



展開 味わう 

比べる 

感じ取る 

○好きな作品を１点選び、ワー 

クシートに作品について感

じたことなどを記入する。 

○鑑賞時のマナーについて、

留意点を伝える。 

 

受け入れる 

楽しむ 

 

 

 

決める 

○クロームブックの作品画像

を見せながら、自分が選んだ

作品について、感じたことや

考えたことを発表し、ワーク

シートに記入する。 

○全員の発表が終わったら、班

の代表者を決める。 

○班別鑑賞の行い方の確認 

○ワークシート記入方法につ

いての指示。 

○机間巡視を行い、生徒の様

子を見るとともに、班活動

が滞っている班には適切な

助言を与える。 

クラスルー

ムに提出さ

れた作品画

像フォルダ

の準備 

味わう 

受け入れる 

 

 

 

満足する 

 

○班の代表者が、電子黒板に映

した作品画像を見せながら、

全体で発表を行う。 

○選ばれた作品の作者に一言

ずつ述べてもらう。 

○ワークシートに本時の鑑賞 

活動の感想を記入する。 

 

 

 

 

 

 

電子黒板へ

該当作品画

像の投影 

まとめ   

 

○本時の課題に沿って自分の

活動を振り返る。 

 

 

 

 

 

②  事後研での協議内容 

   ・分かりやすく、見通しがもてる指示がしっかりされていた。言葉がけも柔らかく適時である。 

・自分の見方を発表し合い、他者の見方を聴くことによって思いが深まったという感想を書いている 

生徒が多かった。 

・個別鑑賞から出た言葉を拾い、班員で共有すると対話が深まる鑑賞につながったのではないか。 

   ・作品の評価について「よい」とする観点の中に、「美しさ、発想、面白さ」などの項目があると付け 

    やすかったと思う。 

③ 成果と課題 

成果 
 鑑賞活動での他者との交流を通して、自分の作品を見つめ直し、その後の制作への見通しを 

もつことにつなげる点で成果があった。 

課題 
評価基準を「どこがどのように好きか（よいと思ったか）を伝える」とするなど、鑑賞によ 

って育みたい力を明確にする必要がある。 

（２）全体会及び分科会運営 

・全体会では、今年度の研究計画と研究協議の進め方についての説明、各市町村グループと教育課程研究 

委員会からこれまでの取組内容の報告等を行った。 

・公開授業の事後研では、討議の柱に沿ってグループ協議を行っ 

た。今年度は、研究の重点である「対話的な学び」に合わせて 

ワールドカフェ方式（全員参加型）の話し合いを試みた。 

 ・午後の実践アトラクションでは、各市町村グループによる新し 

い素材や題材の提案ブースで体験交流を行った。 

・その後の分科会では、小中合同で４グループに分かれ、各部会 

 員からの実践レポートの説明や児童生徒の作品紹介等を通して、 

日頃の実践の成果と課題について交流を図った。 

まとめ 友人の作品について、よさや美しさを感じ取ることができたか。 



Ⅲ．教育課程研究 

１．研究の経過 

 令和２年度、教育課程研究員を中心に『石狩管内中学校教育課程（展開編）』が作成され、今年度は実践３

年目となった。また、小学校の教科書改訂にあわせて、部会員のレポートや実践を参考にしながら学習評価を

含めた小学校教育課程の編成を行った。 

２．研究の成果・課題 

 第二次研究協議会では、小中学校合同で実践交流を行い、教育課程に関わる充実した研究協議を行うことが

できた。また、昨年度に引き続き、学習評価をテーマにした理論研修会の実施により、部会員の見識を広げる

ことができた。今後も小中学校の連携を図り、学習指導要領に基づく資質・能力の育成や評価の観点等に考慮

した研究を行っていきたい。 

 

Ⅳ．実技・理論研修会 

１．研修会の内容 

 《理論研修会》 

 講演会「図画・工作科、美術科における適切な学習評価の在り方」 

  指導者：工藤 雅人 氏（北広島市立大曲小学校 校長） 

  実施日：令和５年７月２０日（木）１４：３０～１６：３０ 

  場 所：石狩教育研修センター 

  参加者：２５名 

２．研修会の成果 

 美術科教育の意義と目的、学習指導要領に示す目標に準拠した評価をすることについて、改めて認識を得る

ことができた。また、適切な評価のためには、経験則で資質・能力を見取るのではなく意図的な評価計画に基

づき評価すること、作品の「主題」を児童生徒に委ねること、「知識・技能」「発想や構想の能力」「関心、意

欲」についてしっかり教えることの必要性などを学び取る貴重な機会になった。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

 今年度から、表現する喜びを味わう（表現することが楽しい、自分の思いを形にしたい、新たなものを創造

してみたいと思う）姿を目指す子ども像とし、それを実現するための資質・能力の育成を研究主題に設定した。

また、そのアプローチとして、主体的・能動的に人やものに関わる学び、特に今年度は「対話的な学び」が資

質・能力の育成にどのようにプラスに働くのかを検証してきた。 

 その検証は、第二次研究協議会での公開授業や実践レポートの交流、各市町村グループでの取組により行わ

れた。この中で充実した協議が行われたことにより、「対話的な学び」の効果や課題等についての共有ができ、

今後に生かす手がかりを得ることができた点が大きな成果と言える。 

２．課題 

今年度の重点として取り組んだ創造的な発想や構想を広げる「対話的な学び」（人と関わる学び）は、見方

や考え方を広げる手立てとして、深い学びにつながる可能性を秘めているが、その一方で、伝え合いを追求す

るあまり何のための対話なのか見失うことも考えられる。学習のねらいにせまるための「対話的な学び」をど

のように仕組んでいくか、十分にプランニングされた授業をデザインしていくことが重要である。 

今年度の研究で得た成果や課題を踏まえた上で、学習指導要領に基づく身に付けさせたい力（資質・能力）

を明確にしながら、実践的な内容に即した研究をさらに進めていきたい。 

                                                    （文責 駒田 敦） 


